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文献的検討が行われているが、1985 年から 2001 年
までの文献を対象としたもので、近年のオストメイ
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た。検索用語は、“ ストーマ and ‘ 受容 or 適応 ’ ”、
“ オストメイト and 心理 ”、“ 人工肛門 and ‘ 心理 or
受容 or 適応 ’ ” とし、文献のタイトルまたは抄録に
これらの用語が使用されている文献を対象とした。
なお、“ ストーマ ” には「人工肛門」「尿路変更術」「外
科的ストーマ」も含むこととした。
２．文献の選定基準と選定方法


































































































        












→ボディイメージに関する研究          4 編 
→意思決定支援・自己決定支援に関する研究    3 編 
→オストメイトの感情や困難を明らかにする研究  8 編 
→QOL に関する研究              12 編 
→支援の検討に関する研究            17 編 
→ストーマセルフケア支援に関する研究     23 編 
→看護介入支援，専門職の役割に関する研究  127 編 
→医学的な研究（比較研究等）        123 編 
→その他                    93 編 
②本研究は障がい受容過程 
に関する研究であるため，    
「ボディイメージ，QOL，      
セルフケアやストーマ管理」   
などに焦点を当てられてい    
るもの除く。 
→事例研究  18 編 
→文献研究   1 編 
→量的研究   1 編 
③質的研究である。 
①原著論文である。  →原著論文以外の文献   2,060 編（重複あり） 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































象とされた 1985 〜 2001 年には、ストーマ装具の所
得税医療費控除が認められ、オストメイト対応トイ
レの整備が進められ始めてきた。さらに本研究で
は、1987 〜 2013 年までの文献を対象にしており、
その間にオストメイトの人口増加が進んだだけでは
なく、オストメイトの高齢化も進み、その数は推計
で平成 13 年ストーマ保有者 16 万 2,000 人のうち、






























　しかし、対象文献 3 つを見てみると、文献 A で
は調査対象者 29 名のうち 12 名が Fink の危機モデ
ルに該当しない心理過程を辿っていた。文献 B の聞
き取り調査では、Fink の危機モデル 4 段階に分け
た質問からなる構造化面接であったため、Fink の
危機モデルに該当しない感情が不明であった。文献
























見てみると、6 名以下のものが 8 編となっていた。
この対象文献 8 編のうち、3 編に「本研究では、理
論的飽和に至っていない」と明記されていた。また
調査対象者が少なく、十分なデータが得られなかっ








いる研究には約 30 〜 50 名のインタビューと観察の
両方、もしくはそのどちらか、そして、質的な動物
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Systematic Literature Review of Ostomate's Disability Acceptance 
Process in Japan
MIKO MATSUMOTO*，YOSHIHITO TAKEMOTO**
  * Department of Regional Healthcare, Naga Municipal Central Hospital, 1282 Uchita, Kinokawa, 
Wakayama, Japan
 ** Faculty of Health and Welfare Science, Okayama Prefectural University, 111 Kuboki, Soja, Okayama, 
Japan
【Purpose】The purpose of this study is to scrutinize previous studies on ostomate's disability acceptance 
process in Japan and to confirm the current status and issues of the current studies.
【Methods】We collected documents using "ICHUSHI web" with "stoma, acceptance or adaptation" 
"ostomate, psychology" , and "colostomy, psychology or acceptance or adaptation" as search terms. Then, the 
literature was selected based on the inclusion criteria of “original article”, while excluding literature focused 
on “body image”, “QOL”, “self-care and stoma management" and " qualitative research".
【Results】There were 14 studies that met the inclusion criteria. There were 3 theoretical verification type 
documents and 11 theoretical generation type documents. It was difficult to confirm the commonality of 
disability acceptance process because the research period varied depending on the researchers.
【Conclusion】There are many documents with a small number of people surveyed, and it is necessary 
to secure an appropriate number of samples and then to carry out further research. Further studies are 
needed to confirm the foreign literature and clarify ostomate's disability acceptance process.
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